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はじめに 

 

 

平成１９年度より文部科学省が実施してきました「全国学力・学習状況調査」は,平成２６年度に実

施要領が変更され,教育委員会における市町村・学校の結果公表の取扱いについて,「調査結果の公表

に関しては,（中略）調査により測定できるのは学力の特定の一部分であることなどを踏まえるととも

に,序列化や過度な競争が生じないようにするなど教育上の効果や影響等に十分配慮することが重要

である。」としています。このことを踏まえ,泉佐野市教育委員会におきましては,実施要領に定める

配慮事項に十分留意した上で,個々の学校名を明らかにした調査結果の公表を平成２６年度より行っ

ています。 

令和５年度の調査は,小学校６年生と中学校３年生の児童生徒を対象とし,学力に関しては,小学校

で国語,算数,中学校で国語,数学,英語の調査が行われ,併せて児童生徒の学習や生活の状況,学校の取

組みに関する調査も行われました。 

本市においては,抽出調査となった平成２２年度以降も,全国や大阪府の学力・学習状況調査に全小

中学校が参加し,その調査結果の分析を行い,具体的な施策や取組みに生かしています。また,平成２６

年度からは,市全体の分析と併せて,各学校の平均正答率及び分析結果を公表しています。なお,本調査

結果は,学力の特定の一部分であることや,学校における教育活動の一側面に過ぎないこと,また,各学

校では,様々な取組みを進めていることを十分ご理解いただきますよう,お願いいたします。 

最後になりましたが,本市の教育行政ならびに学校の教育活動に,引き続きご理解とご支援をいただ

きますよう,よろしくお願い申し上げます。 

 

 

令和５年１０月  

泉佐野市教育委員会  

教育長  奥 真弥  
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全国学力・学習状況調査について 

１．調査の目的 

 ○国が,義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から,全国的な児童生徒の学力や学習状 

  況を把握・分析し,教育施策の成果と課題を検証し,その改善を図るとともに,学校における児 

  童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに,そのような取組を通じて, 

  教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。  

 ○各教育委員会,学校等が,全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策の成果と課題 

  を把握し,その改善を図るとともに,そのような取組を通じて,教育に関する継続的な検証改善 

サイクルを確立する。  

 ○各学校が,各児童生徒の学力や学習状況を把握し,児童生徒への教育指導や学習状況の改善等に 

役立てる。  

○児童生徒一人ひとりが,自らの学習到達状況を正しく理解することにより,自らの学力や生活に 

目標を持ち,また,それらの向上への意欲を高める。 

 

２．調査実施日 
令和５年４月１８日（火） 

 

３．調査の対象 

   小学校第６学年,全児童     実施児童数（ ７９０人 ） 

   中学校第３学年,全生徒    実施生徒数（ ６９３人 ） 

    

４．調査の内容 

（１）児童生徒に対する調査 

ア 教科に関する調査 

（ア）小学校調査は,国語及び算数とし,中学校調査は,国語,数学及び英語とする。 

（イ）出題範囲は,調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし,出題内容は, 

それぞれの学年・教科に関し,以下のとおりとする。 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や,実生活において 

不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

② 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や,様々な課題解決のための構想を立て 

実践し評価・改善する力等 

（ウ）調査問題では,上記①と②を一体的に問うこととする。出題形式については,国語及 

び算数・数学においては,記述式の問題を一定割合で導入する。英語においては, 

「聞くこと」,「読むこと」,「話すこと」及び「書くこと」に関する問題を出題し, 

記述式の問題を一定割合で導入するとともに,「話すこと」に関する問題の解答は, 

原則として口述式によるものとする。 

イ 質問紙調査 

調査する学年の児童生徒を対象に,学習意欲,学習方法,学習環境,生活の諸側面等 

に関する質問紙調査（以下,児童を対象とする場合は「児童質問紙調査」,生徒を対象 

とする場合は「生徒質問紙調査」,児童及び生徒を対象とする場合は「児童生徒質問紙 

調査」という。）を実施する。 

（２）学校質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況 

等に関する質問紙調査（以下「学校質問紙調査」という。）を実施する。    

※平成２９年度より,文部科学省から示される都道府県の平均正答率及び市町村の平均正答率は,整数となっております。 
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（令和５年４月１８日実施７９０名参加） 

 

 

 

 

 

国語に関する分析 

算数に関する分析 
児童質問紙の分析 

 

 

 

 

 

 

 

いっしょに取り組みましょう！ 

  ①「早寝・早起き・朝ごはん」を心がけて,生活習慣を整えましょう。 

  ②課題の解決に向けて,自分で考え,自分から取り組みましょう。 

  ③地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を持ちましょう。 

  ④本を読む習慣をつけましょう。（１日３０分～１時間を目安に） 

  ⑤宿題を含め,計画的に家庭学習をする習慣をつけましょう。 

⑥ゲームや動画の視聴をするときは時間を決めましょう。（１日１時間以内を目安に） 

 

 

 

小 学 校 
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令和５年度全国学力・学習状況調査の分析（泉佐野市）小学校国語 

 

１．全体の傾向 

・平均正答数の全体的な分布状況は,全国と比べて上位層が少なく,中位層及び下位層に偏りが見られる。 

                                          平均正答率（泉佐野市 62／大阪府 66／全国 67.2） 

 

２．学力状況調査より（泉佐野市正答率/全国正答率） 

 

 

国語 特 徴 が み ら れ た 設 問 

【話すこと・聞くこと】 

○必要なことを質問しながら聞き,話し手が伝えた 

いことや自分が聞きたいことの中心を捉えるこ

とに課題がある。 

３一（１）【インタビューの様子】の傍線部ア（～

ということだと思いますが,合っていま

すか。）のように質問をした理由として

適切なものを選択する 

    （65.8/73.6） 

３一（２）【インタビューの様子】の傍線部イ（～

というのは,どのような姿ですか。）のよ

うに質問をした理由として適切なもの

を選択する 

(67.5/74.0) 

○目的や意図に応じ,話の内容を捉え,話し手の 

考えと比較しながら,自分の考えをまとめること 

 に課題がある。 

３二寺田さんと山本さんが,どのような思いでボラ 

ンティアを続けているのかについて,分かった 

ことをまとめて書く 

 (60.6/70.2) 

 

【書くこと】 

○図表やグラフなどを用いて,自分の考えが伝わる 

ように書き表し方を工夫することに課題がある。 

１二【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問

題点と解決方法を書く 

(23.3/26.7) 

【読むこと】 

○目的を意識して,中心となる語や文を見付けて 

要約することが概ねできている。 

２一【資料１】と【資料２】に書かれている内容と

して適切なものを選択する 

(88.4/90.0) 

 

〇目的に応じて,文章と図表などを結び付けるなど 

して必要な情報を見付けることに課題がある。 

２二【相田さんのメモ】の空欄に当てはまる内容と

して適切なものを選択する 

                       (59.6/67.4) 

〇文章を読んで理解したことに基づいて,自分の 

考えをまとめることに課題ある。 

２四資料を読み,運動と食事の両方について分かっ

たことをもとに,自分ができそうなことをま

とめて書く 

(48.7/56.2) 

 

【言葉の特徴や使い方に関する事項】 

○送り仮名に注意して,漢字を文の中で正しく使う 

ことが概ねできている。 

１三（２）イ【川村さんの文章】の下線部イを,送

り仮名に気を付けて書き直したもの

として適切なものを選択する（くら

べて） 

(89.6/ 93.1) 

〇文章の種類とその特徴について理解しているか 

に課題がある。 

１四【川村さんの文章】の特徴の説明として適切な

ものを選択する 

(70.3/79.8) 

○日常よく使われる敬語を理解することに課題が

ある。 

３三敬語の使い方をまとめた【谷さんのノートの一

部】の空欄に入る内容として適切なものを選択

する 

(50.1/57.6) 

 

【情報の扱い方に関する事項】 

○原因と結果など情報と情報との関係について 

理解しているかに課題がある。 

１一米作りのときに記録していた【カード②】と【カ

ード③】の下線部の関係として適切なものを選

択する  

(59.2/64.7) 
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３．学習状況調査より 

質  問  項  目 泉佐野市 
全国 

（大阪府） 

10％○ 

５％◇ 
差 

国語の勉強は好きですか 57.3 
61.5 

(59.4) 
 4.2 

国語の勉強は大切だと思いますか 92.3 
94.2 

(92.8) 
 1.9 

国語の授業の内容はよく分かりますか 84.6 
85.7 

(86.1) 
 1.1 

国語の授業で学習したことは,将来,社会に出たと

きに役に立つと思いますか 
91.9 

92.8 

(91.3) 
 0.9 

国語の授業で,言葉には,相手との好ましい関係を

つくる働きがあることについて学んでいますか 
82.5 

83.9 

(82.6) 
 1.4 

国語の授業で,立場や考えの違いを意識して話し合

い,自分とは違う意見を生かして自分の考えをまと

めていますか 

73.9 
76.8 

(75.1) 
 2.9 

国語の授業で,書いた文章の感想や意見を学級の友

達と伝え合い,自分の文章のよいところを見付けて

いますか 

67.2 
71.1 

(70.2) 
 3.9 

国語の授業で,物語を読むときに,登場人物の性格

や特徴,物語全体を具体的にイメージし,どのよう

な表現で描かれているのかに着目していますか 

79.4 
82.3 

(80.4) 
 2.9 

今回の国語の問題では,解答を文章で書く問題があ

りました。それらの問題について,どのように解答

しましたか 

76.5 
80.7 

(77.7) 
 4.2 

解答時間は十分でしたか（国語） 

※「時間が余った」「ちょうどよかった」を合わせ

た割合 

53.2 
64.1 

(62.6) 
○ 10.9 

 

○「国語の勉強は好きだ」と感じている児童の割合が,昨年度と比べて少し増加したことは評価できる。 

                                                （R4 51.2） 

○「国語の授業の内容はよく分かる」と感じている児童の割合が,昨年度と比べて減少しているが,高い割

合であることは評価できる。                            (R4 93.0) 

 

○「国語の授業で学習したことは,将来,社会に出たときに役に立つ」と感じている児童の割合が,昨年度と

比べて少し増加し,高い割合であることは評価できる。                 (R4 90.4) 

 

○国語の授業で,言葉には,相手との好ましい関係をつくる働きがあることについて学んでいることは評価

できる。 

 

○解答時間する時間は十分と感じている児童の割合に課題がある。 
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令和５年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［国語］
泉佐野市教育委員会－児童

問題別集計結果

(1)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

(2)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

(3)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
　
書
く
こ
と

Ｃ
　
読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
５･６

ア ○ ○ 59.2 63.2 64.7 2.9 2.0 1.8

１二
５･６

エ ○ ○ 23.3 24.2 26.7 6.6 7.6 7.1

１三
（１）ア

５･６

エ ○ ○ 52.0 52.2 52.8 5.8 4.7 4.8

１三
（１）ウ

５･６

エ ○ ○ 72.4 73.9 72.6 6.7 6.2 6.7

１三
（２）イ

５･６

ウ ○ ○ 89.6 92.6 93.1 2.2 1.1 1.0

１四
５･６

カ ○ ○ 73.0 78.5 79.8 3.0 2.1 2.0

２一
３･４

ウ ○ ○ 88.4 88.7 90.0 2.2 1.4 1.2

２二
５･６

ウ ○ ○ 59.6 65.7 67.4 2.4 1.6 1.4

２三
５･６

イ
　 ○ ○ 58.1 62.0 62.0 2.9 1.8 1.6

２四
５･６

オ ○ ○ 48.7 53.1 56.2 11.3 8.9 8.5

３一
（１）

３･４

エ ○ ○ 65.8 71.7 73.6 6.5 4.0 3.7

３一
（２）

３･４

エ ○ ○ 67.5 72.8 74.0 6.8 4.4 4.1

３二
５･６

エ ○ ○ 60.6 68.0 70.2 20.5 14.8 14.3

３三
５･６

キ ○ ○ 50.1 57.6 57.6 18.7 10.3 9.5

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて
要約することができるかどうかをみる

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなど
して必要な情報を見付けることができるか
どうかをみる

無解答率(％)正答率(％)
知識及び技能

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の
考えと比較しながら、自分の考えをまとめる
ことができるかどうかをみる

日常よく使われる敬語を理解しているかどうかを
みる

問題番号

【川村さんの文章】の下線部アを、漢字を使って
書き直す（いがい）

【川村さんの文章】の下線部ウを、漢字を使って
書き直す（きかん）

【川村さんの文章】の空欄に学校の米作りの問題点と
解決方法を書く

【インタビューの様子】の傍線部イ（～というのは、
どのような姿ですか。）のように質問をした
理由として適切なものを選択する

出題の趣旨

敬語の使い方をまとめた【谷さんのノートの一部】の
空欄に入る内容として適切なものを選択する

【インタビューの様子】の傍線部ア（～ということだと
思いますが、合っていますか。）のように質問をした
理由として適切なものを選択する

【資料１】と【資料２】に書かれている内容として
適切なものを選択する

【相田さんのメモ】の空欄に当てはまる内容として
適切なものを選択する

資料を読み、運動と食事の両方について分かった
ことをもとに、自分ができそうなことをまとめて書く

【川村さんの文章】の下線部イを、送り仮名に気を
付けて書き直したものとして適切なものを選択する
（くらべて）

【川村さんの文章】の特徴の説明として適切なものを
選択する

相田さんが【資料３】の情報をどのように整理して
いるかについて説明したものとして適切なものを
選択する

寺田さんと山本さんが、どのような思いで
ボランティアを続けているのかについて、分かった
ことをまとめて書く

情報と情報との関係付けの仕方、図などによる
語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが
できるかどうかをみる

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の
考えをまとめることができるかどうかをみる

原因と結果など情報と情報との関係について
理解しているかどうかをみる

図表やグラフなどを用いて、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫することが
できるかどうかをみる

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で
正しく使うことができるかどうかをみる

送り仮名に注意して、漢字を文の中で正しく使う
ことができるかどうかをみる

文章の種類とその特徴について理解しているか
どうかをみる

必要なことを質問しながら聞き、話し手が
伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を
捉えることができるかどうかをみる

問題の概要

米作りのときに記録していた【カード②】と【カード
③】の下線部の関係として適切なものを選択する

問題形式評価の観点

学習指導要領の内容

思考力、判断力、
表現力等
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令和５年度全国学力・学習状況調査の分析（泉佐野市）小学校算数 

 

１．全体の傾向 

・平均正答数の全体的な分布状況は,全国と比べて上位層が少なく,中位層及び下位層に少し偏りが見ら

れる。 

                       平均正答率（泉佐野市 59／大阪府 62／全国 62.5） 

 

２．学力状況調査より（泉佐野市正答率/全国正答率） 

算数 特 徴 が み ら れ た 設 問 

【数と計算】 

○一の位が０の二つの２位数について,乗法の計算

をすることは概ねできている。 

１（４）全部の椅子の数を求めるために,５０×４

０を計算する       （80.3/80.8） 

 

○（ ）を用いた式や,加法と乗法の混合した式を

場面と関連付けて読み取ることに課題がある。 

３（１）２種類の辞典を全部並べた長さを求める二

つの式について,それぞれどのようなことを

表しているのかを選ぶ    （63.8/70.3） 

 

○示された日常生活の場面を解釈し,小数の加法や

乗法を用いて,求め方と答えを式や言葉を用いて

記述し,その結果から条件に当てはまるかどうか

を判断することに課題がある。 

３（２）３種類のファイル２３人分を全部並べた長

さの求め方と答えを記述し,全部のファイ

ルを棚に入れることができるかどうかを判

断する           （49.4/56.7） 

 

○（２位数）÷（１位数）の筆算について,図を基

に,各段階の商の意味を考えることに課題があ

る。 

３（４）６６÷３の筆算の仕方を説明した図を基に,

筆算の商の十の位に当たる式を選ぶ 

                 （41.5/47.6） 

 

【図形】 

○正方形の意味や性質について理解しているかど

うかをみることは概ねできている。 

２（２）テープを折ったり切ったりしてできた四角

形の名前を書く      （84.8/87.2） 

 

○正三角形の意味や性質について理解に課題があ

る。 

２（３）切って開いた三角形を正三角形にするため

に,テープを切るときのＡの角の大きさを

書く           （23.6/24.9） 

○高さが等しい三角形について,底辺と面積の関係

を基に面積の大小を判断し,その理由を言葉や数

を用いて記述することに課題がある。 

２（４）テープを直線で切ってできた二つの三角形

の面積の大小について分かることを選び,

選んだわけを書く     （14.9/20.8） 

 

【変化と関係】 

○伴って変わる二つの数量について,表から変化の

特徴を読み取り,表の中の知りたい数を求めるこ

とは概ねできている。 

１（１）５脚の椅子を重ねたときの高さを求める 

（92.0/93.5） 

 

○伴って変わる二つの数量の関係が,比例の関係で

はないことを説明するために,表の中の適切な数

の組を用いることは概ねできている。 

１（２）椅子の数が２倍になっても,高さは２倍に

なっていないことについて,表の数を使っ

て書く          （87.7/88.5） 

 

○百分率で表された割合について理解に課題があ

る。 

４（１）示された基準量と比較量から,割合が３０％

になるものを選ぶ      （40.3/46.0） 

 

【データの活用】 

○示された棒グラフと,複数の棒グラフを組み合わ

せたグラフを読み,見いだした違いを言葉と数を

用いて記述することに課題がある。 

４（３）二つのグラフから,３０分以上の運動をし

た日数が「１日」と答えた人数に着目して,

分かることを書く      （48.2/56.2） 

 

○二次元の表から,条件に合う数を読み取ることに

課題がある。 

４（４）二次元の表から,読み取ったことの根拠と

なる数の組み合わせを選ぶ  （58.0/64.6） 
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３．学習状況調査より 

質  問  項  目 泉佐野市 
全国 

（大阪府） 

10％○ 

５％◇ 
差 

算数の勉強は好きですか 58.8 
61.4 

（60.3） 
 2.6 

算数の勉強は大切だと思いますか 94.0 
94.2 

（93.0） 
 0.2 

算数の授業の内容はよく分かりますか 79.7 
81.2 

（82.4） 
 1.5 

算数の授業で学習したことは,将来,社会に出たと

きに役に立つと思いますか 
92.4 

93.3 

（92.0） 
 0.9 

今回の算数の問題では,言葉や数,式を使って,わけ

や求め方などを書く問題がありました。それらの問

題について,どのように解答しましたか  

※「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力

した」割合 

78.5 
80.3 

（78.3） 
 1.8 

 

○「算数の勉強は好きだ」と感じている児童の割合が,昨年度と比べて少し減少したことは課題である。 

（R4 61.6） 

 

○「算数の勉強は大切だ」と感じている児童の割合が,高い割合であることは評価できる。 

（R4 93.4） 

 

○「算数の授業の内容はよく分かる」と感じている児童の割合が,昨年と比べて少し減少したことは課題で

ある。                                      （R4 84.3） 

 

○「算数の授業で学習したことは,将来,社会に出たときに役に立つ」と感じている児童の割合が,高い割合

であることは評価できる。                              （R4 91.7） 

 

○「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」児童の割合が,昨年度と比べ少し減少したことは

課題である。                                   （R4 80.9） 
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令和５年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［算数］
泉佐野市教育委員会－児童

問題別集計結果

Ａ
　
数
と
計
算

Ｂ
　
図
形

Ｃ
　
測
定

Ｃ
　
変
化
と
関
係

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
４(１)

ア(ア) ○ ○ 92.0 93.4 93.5 1.3 1.0 0.8

１（２）
５(１)

イ(ア) ○ ○ 87.7 88.3 88.5 0.8 1.0 1.0

１（３）

５(１)

イ(ア)

５(２)

イ(ア)

○ ○ 51.2 55.2 55.5 4.2 3.4 3.4

１（４）
３(３)

ア(ア) ○ ○ 80.3 81.2 80.8 1.0 1.2 1.2

２（１）
４(１)

ア(イ) ○ ○ 59.5 60.5 59.8 1.1 0.7 0.7

２（２）

２(１)

ア(イ)

４(１)

ア(ア)

○ ○ 84.8 87.3 87.2 4.0 3.0 2.9

２（３）

３(１)

ア(ア)

５(１)

ア(イ)

○ ○ 23.6 25.6 24.9 4.4 3.6 3.7

２（４）
５(３)

イ(ア) ○ ○ 14.9 20.5 20.8 3.8 3.6 4.0

３（１）
４(６)

イ(ア) ○ ○ 63.8 68.7 70.3 1.6 1.5 1.4

３（２）

３(５)

ア(イ)

４(４)

ア(エ)

イ(ア)

○ ○ 49.4 56.5 56.7 4.2 3.9 4.0

３（３）

４(６)

ア(ア)

４(７)

ア(ア)

○ ○ 70.9 71.9 72.4 3.2 2.5 2.5

３（４）

３(４)

イ(ア)

４(３)

ア(ア)

○ ○ 41.5 47.3 47.6 5.4 3.9 3.9

４（１）
５(３)

ア(イ) ○ ○ 40.3 46.3 46.0 3.5 2.5 2.4

４（２）
４(２)

ア(イ)

３(１)

ア(ア) ○ ○ 74.5 75.1 75.7 5.8 4.5 4.3

４（３）
３(１)

ア(イ)

イ(ア)
○ ○ 48.2 53.7 56.2 16.9 14.3 13.8

４（４）
４(１)

ア(ア) ○ ○ 58.0 62.6 64.6 6.6 5.0 4.9

（　）を用いた式や、加法と乗法の混合した式を
場面と関連付けて読み取ることができるかどうか
をみる

テープを折ったり切ったりしてできた四角形の名
前を書く

台形の意味や性質について理解しているかどうか
をみる

正方形の意味や性質について理解しているかどう
かをみる

（１５１＋４９）×３と１５１×３＋４９×３を
計算したり、分配法則を用いたりして答えを求め
る

運動カードから、運動した時間の合計が３０分以
上である日数を求める

示された基準量と比較量から、割合が３０％にな
るものを選ぶ

３種類のファイル２３人分を全部並べた長さの求
め方と答えを記述し、全部のファイルを棚に入れ
ることができるかどうかを判断する

テープを２本の直線で切ってできた四角形の名前
と、その四角形の特徴を選ぶ

正三角形の意味や性質について理解しているかど
うかをみる

高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係
を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数
を用いて記述できるかどうかをみる

二つのグラフから、３０分以上の運動をした日数
が「１日」と答えた人数に着目して、分かること
を書く

示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わ
せたグラフを読み、見いだした違いを言葉と数を
用いて記述できるかどうかをみる

二次元の表から、読み取ったことの根拠となる数
の組み合わせを選ぶ

二次元の表から、条件に合う数を読み取ることが
できるかどうかをみる

「以上」の意味を理解し、示された表から必要な
数を読み取ることができるかどうかをみる

６６÷３の筆算の仕方を説明した図を基に、筆算
の商の十の位に当たる式を選ぶ

問題形式評価の観点学習指導要領の領域 無解答率(％)正答率(％)

出題の趣旨

伴って変わる二つの数量の関係が、比例の関係で
はないことを説明するために、表の中の適切な数
の組を用いることができるかどうかをみる

伴って変わる二つの数量が比例の関係にあること
を用いて、知りたい数量の大きさの求め方と答え
を式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

一の位が０の二つの２位数について、乗法の計算
をすることができるかどうかをみる

伴って変わる二つの数量について、表から変化の
特徴を読み取り、表の中の知りたい数を求めるこ
とができるかどうかをみる

問題番号 問題の概要

５脚の椅子を重ねたときの高さを求める

（２位数）÷（１位数）の筆算について、図を基
に、各段階の商の意味を考えることができるかど
うかをみる

百分率で表された割合について理解しているかど
うかをみる

椅子４脚の重さが７ｋｇであることを基に、４８
脚の重さの求め方と答えを書く

椅子の数が２倍になっても、高さは２倍になって
いないことについて、表の数を使って書く

切って開いた三角形を正三角形にするために、
テープを切るときのＡの角の大きさを書く

テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積
の大小について分かることを選び、選んだわけを
書く

２種類の辞典を全部並べた長さを求める二つの式
について、それぞれどのようなことを表している
のかを選ぶ

加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配
法則を用いたりすることができるかどうかをみる

全部の椅子の数を求めるために、５０×４０を計
算する

示された日常生活の場面を解釈し、小数の加法や
乗法を用いて、求め方と答えを式や言葉を用いて
記述し、その結果から条件に当てはまるかどうか
を判断できるかどうかをみる
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令和５年度全国学力・学習状況調査の分析（泉佐野市）小学校児童質問紙 

 

泉佐野市の子どもたちの意識調査を,質問に対して４択で選ぶものは,選択肢１,２と３, 

４はそれぞれ同じ傾向と捉える。（例えば,１．当てはまる ２．どちらかといえば,当てはまる ３．どち

らかといえば,当てはまらない ４．当てはまらない） 

また,それ以外の質問は特徴的な事柄を取り出し,それらを全国と比較している。 

下記の表には全国と比較して５％以上差のあるものを列挙した。また,下線部に関しては１０％以上の 

差のあるものを示している。 

 

設問内容種類別の全国等との比較で差が大きく特徴のある項目 

設問内容種別 泉佐野市の状況 泉佐野市＜泉佐野市回答率／全国回答率＞（大阪府回答率） 

【家庭生活の様子】 

 

○朝食を毎日食べて

いる割合は,全国を

下回っている。 

 

○毎日,同じくらいの

時刻に寝ている割

合は全国を下回っ

ている。 

 

○今住んでいる地域

の行事に参加して

いる割合は,全国を

下回っている。 

○朝食を毎日食べていますか 

＜88.7／93.9＞（92.6） 

 

 

○毎日,同じくらいの時刻に寝ていますか 

＜75.0／81.0＞（80.4） 

 

 

 

○今住んでいる地域の行事に参加していますか 

＜46.7／57.8＞（51.0） 

 

【家庭学習の様子】 

 

○家で自分で計画を

立てて勉強をして

いる割合は全国を

下回っている。 

 

○昼休みや放課後,学

校が休みの日に,本

（教科書や参考書,

漫画や雑誌は除く）

を読んだり,借りた

りするために,学校

図書館・学校図書室

や地域の図書館（そ

れぞれ電子図書館

を含む）に行く割合

は全国を下回って

いる。 

 

○家にある本が１０

冊以下の割合が,全

国を上回っている。 

 

○家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の

授業の予習や復習を含む） 

＜63.4／70.7＞（62.7） 

 

 

○昼休みや放課後,学校が休みの日に,本（教科書や参考

書,漫画や雑誌は除く）を読んだり,借りたりするため

に,学校図書館・学校図書室や地域の図書館（それぞれ

電子図書館を含む）にどれくらい行きますか 

週に１回以上        ＜6.5／13.4＞（9.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○あなたの家には,およそどれくらいの本がありますか

（雑誌,新聞,教科書は除く） 

０～１０冊 

＜19.4／12.9＞（15.5） 

 

【学校での学習の様子】 

 

○自分と違う意見に

ついて考えるのは

楽しいと思う割合

○自分と違う意見について考えるのは楽しいと思います

か 

＜70.6／76.5＞（73.4） 
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は,全国を下回って

いる。 

 

○読書が好きな割合

は,全国を下回って

いる。 

 

○５年生までに受け

た授業で,PC・タブ

レットなどの ICT機

器を,ほぼ毎日使用

している割合は,全

国を下回っている。 

 

○学級の友達との間

で話し合う活動を

通じて,自分の考え

を深めたり,広げた

りする割合は,全国

を下回っている。 

 

○総合的な学習の時

間では,自分で課題

を立てて情報を集

め整理して,調べた

ことを発表するな

どの学習活動に取

り組んでいる割合

は,全国を下回って

いる。 

 

 

 

 

 

 

○読書は好きですか 

＜66.8／71.8＞（70.8） 

 

 

○５年生までに受けた授業で,PC・タブレットなどの ICT

機器を,どの程度使用しましたか 

ほぼ毎日 

＜13.2／28.2＞（24.9） 

 

 

 

○学級の友達との間で話し合う活動を通じて,自分の考

えを深めたり,広げたりすることができていますか 

＜76.7／81.8＞（79.0） 

 

 

 

 

○総合的な学習の時間では,自分で課題を立てて情報を

集め整理して,調べたことを発表するなどの学習活動に

取り組んでいますか 

＜66.9／74.8＞（67.7） 
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（令和５年４月１８日実施６９３名参加） 

 

 

 

 

 

国語に関する分析 

数学に関する分析 
英語に関する分析 
生徒質問紙の分析 

 

 

 

 

 

いっしょに取り組みましょう！ 

①「早寝・早起き・朝ごはん」を心がけて,生活習慣を整えましょう。 

  ②課題の解決に向けて,自分で考え,自分から取り組みましょう。 

  ③地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を持ちましょう。 

  ④本を読む習慣をつけましょう。（１日３０分～１時間を目安に） 

  ⑤宿題を含め,計画的に家庭学習をする習慣をつけましょう。 

⑥テレビゲームは時間を決めてするようにしましょう。（１日１時間以内を目安に） 

 

中 学 校 
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令和５年度全国学力・学習状況調査の分析（泉佐野市）中学校国語 

 

１．全体の傾向 

・平均正答数の全体的な分布状況は,全国と比べて上位層が少なく,中位層及び下位層に偏りが見られる。 

                                           平均正答率（泉佐野市 63 ／大阪府 68 ／全国 69.8） 

 

２．学力状況調査より（泉佐野市正答率/全国正答率） 

国語 特 徴 が み ら れ た 設 問 

【話すこと・聞くこと】 

○目的や場面に応じて質問する内容を検討するこ

とは概ねできている。 

１一インタビューの前に準備したメモについて説

明したものとして適切なものを選択する 

（83.7/87.5） 

 

○話の内容を捉え,知りたい情報に合わせて効果的

に質問することに課題がある。 

１三相手の話を受けて発した質問について,述べ方

の工夫とその意図を説明したものとして適切

なものを選択する      （70.3/76.6） 

 

○聞き取ったことを基に,目的に沿って自分の考え

をまとめることに課題がある。 

１四インタビューのまとめとしてどのようなこと

を述べるのか,自分の考えを書く（75.0/82.5） 

 

【書くこと】 

○読み手の立場に立って,叙述の仕方などを確かめ

て,文章を整えることに課題がある。 

３一レポートの下書きの一部について,文の一部を

直す意図として適切なものを選択する 

（47.5/54.3） 

 

○自分の考えが伝わる文章になるように,根拠を明

確にして書くことに課題がある。 

３四「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを付け

た部分に具体例として示す「判じ絵」を選択し,

その解読の仕方を書く    （65.1/72.1） 

 

【読むこと】 

○観点を明確にして文章を比較し,表現の効果につ

いて考えることに課題がある。 

２二二つの文章に共通する表現の効果を説明した

ものとして適切なものを選択する（54.5/63.0） 

 

○文章の中心的な部分と付加的な部分について叙

述を基に捉え,要旨を把握することに課題があ

る。 

２三それぞれの文章で述べられている「読書の楽し

み」として適切なものを選択する（65.8/74.2） 

 

○文章を読んで理解したことなどを知識や経験と

結び付け,自分の考えを広げたり深めたりするこ

とに課題がある。 

２四自分がこれからどのように本を読んでいきた

いかについて,読んだ文章を参考にして,知識

や経験に触れながら書く   （56.0/67.5） 

 

○文章の構成や展開,表現の効果について,根拠を

明確にして考えることに課題がある。 

４三現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのよ

うに工夫されているかについて,古典と比較し

て書く           （36.1/50.0） 

 

【言葉の特徴や使い方に関する事項】 

○事象や行為,心情を表す語句について理解するこ

とが概ねできる。 

２一「落胆する」の意味として適切なものを選択す

る             （86.3/91.1） 

 

【情報の扱い方に関する事項】 

○意見と根拠など情報と情報との関係について理

解することに課題がある。 

１二インターネットの記事を読んで気付いた点と

して適切なものを選択する  （59.2/65.1） 

 

○具体と抽象など情報と情報との関係について理

解することに課題がある。 

３三「『判じ絵』とは何か」と見出しを付けた部分

について,内容のまとまりで文章が二つに分か

れる箇所を選択し,後半のまとまりに付ける見

出しを書く         （51.7/61.8） 

 

【我が国の言語文化に関する事項】 

○歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むこ

とに課題がある。 

４一歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（いひけ

る）            （74.3/82.5） 

 

○古典の原文と現代語の文章とを対応させて内容

を捉えることに課題がある。 

４二原文の中の語句に対応する言葉を現代語で書

かれた文章から抜き出す（いと）（64.5/74.1） 
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３．学習状況調査より 

質  問  項  目 泉佐野市 
全国 

（大阪府） 

10％○ 

５％◇ 
差 

国語の勉強は好きですか 52.8 
61.4 

（59.4） 
◇ 8.6 

国語の勉強は大切だと思いますか 91.1 
92.4 

（91.2） 
 1.3 

国語の授業の内容はよく分かりますか 77.4 
80.0 

（80.3） 
 2.6 

国語の授業で学習したことは,将来,社会に出たと

きに役に立つと思いますか 
87.5 

88.7 

（86.6） 
 1.2 

行書の基礎的な書き方（「点画の連続」や「点画の

省略」,「筆順の変化」など）を理解して書いてい

ますか 

61.2 
67.2 

（65.2） 
◇ 6.0 

国語の授業で,自分の考えを分かりやすく伝えるた

めに,聞き手の立場に立って効果的な話し方を工夫

していますか 

63.9 
65.9 

（63.8） 
 2.0 

国語の授業で,自分の考えが伝わる文章になるよう

に,根拠を明確にするために必要な情報を資料から

引用して書いていますか 

61.1 
63.9 

（60.8） 
 2.8 

国語の授業で,文学的な文章を読み,場面の展開や

登場人物の心情の変化などについて,描写を基にと

らえていますか 

70.3 
77.2 

（75.6） 
◇ 6.9 

今回の国語の問題では,解答を文章で書く問題があ

りました。それらの問題について,どのように解答

しましたか 

※「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力

した」割合 

64.9 
74.3 

（71.3） 
◇ 9.4 

解答時間は十分でしたか（国語） 

※「時間が余った」「ちょうどよかった」を合わせ

た割合 

74.6 
75.3 

（77.6） 
 0.7 

 

○「国語の勉強は大切だ」と感じている生徒の割合が,高い割合であることは評価できる。（R4 89.5） 

 

○「国語の授業で学習したことは,将来,社会に出たときに役に立つ」と感じている生徒の割合が,昨年度と

比べて少し増加したことは評価できる。                        （R4 84.0） 

 

○「国語の授業で,文学的な文章を読み,場面の展開や登場人物の心情の変化などについて,描写を基にとら

えている」と感じている生徒の割合の全国との差が大きいことは課題である。 

 

○「今回の国語の問題について,書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」生徒の割合の全国との差が

大きいことは課題である。                             （R4 63.2） 

 

 

 



- 16 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

問題別調査結果　［国語］
泉佐野市教育委員会－生徒

問題別集計結果

⑴
　
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

⑵
　
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

⑶
　
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
　
書
く
こ
と

Ｃ
　
読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
１
ア

○ ○ 83.7 86.6 87.5 0.4 0.1 0.1

１二
１
ア

○ ○ 59.2 63.6 65.1 0.4 0.2 0.2

１三
１
エ

○ ○ 70.3 73.8 76.6 0.4 0.3 0.2

１四
１
エ

○ ○ 75.0 78.1 82.5 17.2 13.9 10.8

２一
１
ウ

○ ○ 86.3 90.3 91.1 0.6 0.2 0.2

２二
２
エ

○ ○ 54.5 59.4 63.0 0.7 0.5 0.4

２三
１
ア

○ ○ 65.8 72.9 74.2 0.9 0.3 0.3

２四
２
エ

２
オ

○ ○ ○ 56.0 63.5 67.5 7.1 4.9 3.9

３一
１
エ

○ ○ 47.5 54.7 54.3 1.6 0.5 0.6

３二
２
ウ

○ ○ 48.5 47.6 43.9 13.9 10.3 10.7

３三
２
ア

○ ○ 51.7 59.7 61.8 4.5 2.3 2.1

３四
１
ウ

○ ○ 65.1 69.5 72.1 13.7 11.4 10.2

４一
１
ア

○ ○ 74.3 82.0 82.5 8.2 4.5 3.6

４二
２
イ

○ ○ 64.5 71.4 74.1 8.9 5.8 4.8

４三
１
エ

○ ○ 36.1 47.4 50.0 29.0 22.5 20.7

問題番号 問題の概要

相手の話を受けて発した質問について、述べ方の
工夫とその意図を説明したものとして適切なもの
を選択する

インタビューのまとめとしてどのようなことを述
べるのか、自分の考えを書く

インターネットの記事を読んで気付いた点として
適切なものを選択する

インタビューの前に準備したメモについて説明し
たものとして適切なものを選択する

「落胆する」の意味として適切なものを選択する

二つの文章に共通する表現の効果を説明したもの
として適切なものを選択する

レポートの下書きの一部について、文の一部を直
す意図として適切なものを選択する

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（いひけ
る）

問題形式評価の観点

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠
を明確にして書くことができるかどうかをみ
る

「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを付けた
部分に具体例として示す「判じ絵」を選択し、そ
の解読の仕方を書く

出題の趣旨

学習指導要領の内容

思考力、判断力、
表現力等

事象や行為、心情を表す語句について理解し
ているかどうかをみる

観点を明確にして文章を比較し、表現の効果
について考えることができるかどうかをみる

原文の中の語句に対応する言葉を現代語で書かれ
た文章から抜き出す（いと）

「『判じ絵』とは何か」と見出しを付けた部分に
ついて、内容のまとまりで文章が二つに分かれる
箇所を選択し、後半のまとまりに付ける見出しを
書く

それぞれの文章で述べられている「読書の楽し
み」として適切なものを選択する

自分がこれからどのように本を読んでいきたいか
について、読んだ文章を参考にして、知識や経験
に触れながら書く

漢字を書く（おし量って）

目的や場面に応じて質問する内容を検討する
ことができるかどうかをみる

意見と根拠など情報と情報との関係について
理解しているかどうかをみる

話の内容を捉え、知りたい情報に合わせて効
果的に質問することができるかどうかをみる

聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の
考えをまとめることができるかどうかをみる

無解答率(％)正答率(％)
知識及び技能

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読む
ことができるかどうかをみる

古典の原文と現代語の文章とを対応させて内
容を捉えることができるかどうかをみる

文章の中心的な部分と付加的な部分について
叙述を基に捉え、要旨を把握することができ
るかどうかをみる

文章を読んで理解したことなどを知識や経験
と結び付け、自分の考えを広げたり深めたり
することができるかどうかをみる

読み手の立場に立って、叙述の仕方などを確
かめて、文章を整えることができるかどうか
をみる

文脈に即して漢字を正しく書くことができる
かどうかをみる

具体と抽象など情報と情報との関係について
理解しているかどうかをみる

文章の構成や展開、表現の効果について、根
拠を明確にして考えることができるかどうか
をみる

現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのよう
に工夫されているかについて、古典と比較して書
く
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令和５年度全国学力・学習状況調査の分析（泉佐野市）中学校数学 

 

１．全体の傾向 

・平均正答数の全体的な分布状況は全国と比べ上位層がやや少なく,中位層及び下位層に偏りが見られる。                      

平均正答率                                             （泉佐野市 44／大阪府 50／全国 51.0） 

２．学力状況調査より（泉佐野市正答率/全国正答率） 

数学 特 徴 が み ら れ た 設 問 

【数と式】 

○問題場面における考察の対象を明確に捉えるこ

とが概ねできている。 

６（１）はじめの数が１１のとき,はじめの数にか

ける数が２,たす数が３のときの計算結果

を求める            (83.9/88.9) 

 

○目的に応じて式を変形したり,その意味を読み取

ったりして,事柄が成り立つ理由を説明すること

に課題がある。 

６（２）はじめの数にかける数が２,たす数が６な

らば,計算結果はいつでも３の倍数にな

ることの説明を完成する (49.5/58.8) 

 

○結論が成り立つための前提を,問題解決の過程や

結果を振り返って考え,成り立つ事柄を見い出

し,説明することに課題がある。 

６（３）はじめの数にかける数がいくつ,たす数が

いくつであれば,計算結果はいつでも４の

倍数になるかを説明する  (33.7/40.9) 

 

【図形】 

○空間における平面が同一直線上にない３点で決

定されることを理解することに課題がある。 

３ 空間における平面が１つに決まる場合につい

て,正しい記述を選ぶ      (26.9/30.4) 

 

○ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明

することに課題がある。 

９（１）２つの直線 BC と直線 AE が平行であるこ

とを,三角形の合同を基にして同位角また

は錯角が等しいことを示すことで証明す

る            (25.5/32.1) 

 

○条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなった

理由を,照明を振り返って取ることに課題があ

る。 

９（２）二等辺三角形でない２つの合同な三角形の

ときに平行線がかけないことについて,二

等辺三角形のときの証明の中から成り立た

なくなる式を書く     (28.6/37.0) 

【関数】 

○与えられた表やグラフから,必要な情報を適切に

読み取ることに課題がある。 

８（１）晴天大学が駅前を通過した時間と新緑大学

が駅前を通過した時間の差について,グラフ

のどの２点のｘ座標の差として表れるかを

書く            (49.5/57.5) 

 

○事象を理想化・単純化することで表された直線の

グラフを,事象に即して解釈することに課題があ

る。 

８（２）二人の選手のグラフが直線で表されている

ことの前提となっている事柄を選ぶ 

              (55.7/61.7) 

 

○事象を数学的に解釈し,問題解決の方法を数学的

に説明することに課題がある。 

８（３）グラフや式を用いて,新緑大学の選手が晴天

大学の選手に追いつくのが,６区のスター

ト地点からおよそ何ｍの地点になるかを

求める方法を説明する   (31.9/42.8) 

 

【データの活用】 

○累積度数の意味を理解することに課題がある。 

５ 女子５０ｍ自由形の記録の,最小の階級から

２９．００秒以上３０．００秒未満の階級ま

での累積度数を求める     (33.4/46.1) 

 

○四分位範囲の意味を理解することに課題がある。 

７（１）１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求

める            (60.7/65.7) 

 

○複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉

え,判断の理由を数学的な表現を用いて説明する

ことに課題がある。 

７（２）「２００６年～２０２０年の黄葉日は,１９

９１年～２００５年の黄葉日より遅くなっ

ている傾向にある」と主張することができる

理由を,箱ひげ図の箱に着目して説明する 

            (22.4/33.6) 
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３．学習状況調査より 

質  問  項  目 泉佐野市 
全国 

（大阪府） 

10％○ 

５％◇ 
差 

数学の勉強は好きですか 59.8 
56.7 

(56.3) 
 3.1 

数学の勉強は大切だと思いますか 86.8 
85.0 

(83.2) 
 1.8 

数学の授業の内容はよく分かりますか 78.9 
73.3 

(75.4) 
◇ 5.6 

数学の授業で学習したことは,将来,社会に出たと

きに役に立つと思いますか 
77.3 

75.8 

(74.2) 
 1.5 

今回の数学の問題では,言葉や数,式を使って,説明

する問題がありました。それらの問題について,ど

のように解答しましたか 

※「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力

した」割合 

49.2 
57.1 

(54.2) 
◇ 7.9 

 

 

○「数学の勉強が好きだ」と感じている生徒の割合は,全国よりも上回っており,評価できる。                                      

（R4 59.6） 

 

○「数学の勉強は大切だ」と感じている生徒の割合は,全国よりも上回っており,評価できる。 

（R4 82.2） 

 

○「数学の授業の内容はよく分かる」と感じている生徒の割合は,全国よりも上回っており,評価できる。 

（R4 78.8） 

 

○「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」生徒の割合は,昨年度と比べて増加したが,全国

よりも下回っており課題がある。                          （R4 40.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 19 - 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

問題別調査結果　［数学］
泉佐野市教育委員会－生徒

問題別集計結果

Ａ
　
数
と
式

Ｂ
　
図
形

Ｃ
　
関
数

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１
１(１)

ア（ア） ○ ○ 43.3 48.3 46.1 0.1 0.1 0.1

２
２(１)

ア（ア） ○ ○ 78.3 81.9 80.5 6.9 4.3 4.0

３
１(２)

ア（ア） ○ ○ 26.9 30.5 30.4 1.6 0.7 0.8

４
１(１)

ア（イ） ○ ○ 42.6 44.2 42.8 0.7 0.5 0.5

５
１(１)

ア（ア） ○ ○ 33.4 43.6 46.1 19.1 12.8 11.0

６（１）
１(１)

ア（ウ） ○ ○ 83.9 88.2 88.9 6.0 3.3 2.4

６（２）
２(１)

イ（イ） ○ ○ 49.5 57.6 58.8 18.1 13.5 10.6

６（３）
２(１)

イ（イ） ○ ○ 33.7 40.0 40.9 36.0 28.0 24.7

７（１）
２(１)

ア（ア） ○ ○ 60.7 63.0 65.7 8.8 6.8 5.6

７（２）
２(１)

イ（ア） ○ ○ 22.4 28.2 33.6 33.8 27.3 22.8

８（１）
２(１)

ア（ア）

イ（ア）
○ ○ 49.5 54.8 57.5 12.9 9.7 8.6

８（２）
２(１)

ア（イ） ○ ○ 55.7 60.1 61.7 2.6 1.2 1.1

８（３）
２(１)

イ（イ） ○ ○ 31.9 38.9 42.8 18.0 14.7 13.2

９（１）
２(１)

イ（ア） ○ ○ 25.5 33.2 32.1 32.8 25.9 24.7

９（２）
２(２)

ア（イ）

イ（ア）
○ ○ 28.6 36.5 37.0 21.6 15.5 14.2

はじめの数が１１のとき、はじめの数にかける数
が２、たす数が３のときの計算結果を求める

評価の観点

累積度数の意味を理解しているかどうかをみる

問題場面における考察の対象を明確に捉えること
ができるかどうかをみる

問題形式

出題の趣旨

学習指導要領の領域

女子５０ｍ自由形の記録の、最小の階級から２
９．００秒以上３０．００秒未満の階級までの累
積度数を求める

問題の概要

－５、０、３、４．７、９の中から自然数を全て
選ぶ

空間における平面が１つに決まる場合について、
正しい記述を選ぶ

１２（ｘ／４＋ｙ／６）を計算する

無解答率(％)正答率(％)

ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明す
ることができるかどうかをみる

二人の選手のグラフが直線で表されていることの
前提となっている事柄を選ぶ

はじめの数にかける数が２、たす数が６ならば、
計算結果はいつでも３の倍数になることの説明を
完成する

はじめの数にかける数がいくつ、たす数がいくつ
であれば、計算結果はいつでも４の倍数になるか
を説明する

１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める

与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に
読み取ることができるかどうかをみる

晴天大学が駅前を通過した時間と新緑大学が駅前
を通過した時間の差について、グラフのどの２点
のｘ座標の差として表れるかを書く

２つの直線ＢＣと直線ＡＥが平行であることを、
三角形の合同を基にして、同位角又は錯角が等し
いことを示すことで証明する

グラフや式を用いて、新緑大学の選手が晴天大学
の選手に追いつくのが、６区のスタート地点から
およそ何ｍの地点になるかを求める方法を説明す
る

「２００６年～２０２０年の黄葉日は、１９９１年～２０
０５年の黄葉日より遅くなっている傾向にある」と主張す
ることができる理由を、箱ひげ図の箱に着目して説明する

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉
え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する
ことができるかどうかをみる

事象を理想化・単純化することで表された直線の
グラフを、事象に即して解釈することができるか
どうかをみる

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的
に説明することができるかどうかをみる

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み
取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明するこ
とができるかどうかをみる

結論が成り立つための前提を、問題解決の過程や
結果を振り返って考え、成り立つ事柄を見いだ
し、説明することができるかどうかをみる

四分位範囲の意味を理解しているかどうかをみる

ｙがｘに反比例し、比例定数が３のとき、ｘの値
とそれに対応するｙの値について、正しい記述を
選ぶ

二等辺三角形でない２つの合同な三角形のときに
平行線がかけないことについて、二等辺三角形の
ときの証明の中から成り立たなくなる式を書く

条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなった理
由を、証明を振り返って読み取ることができるか
どうかをみる

問題番号

自然数の意味を理解しているかどうかをみる

数と整式の乗法の計算ができるかどうかをみる

空間における平面が同一直線上にない３点で決定
されることを理解しているかどうかをみる

反比例の意味を理解しているかどうかをみる
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令和５年度全国学力・学習状況調査の分析（泉佐野市）中学校英語 

 

１．全体の傾向 

・平均正答数の全体的な分布状況は,全国とほぼ同じ状況であるが,全国と比べると下位層が多い。 

                       平均正答率（泉佐野市 43／大阪府 45／全国 45.6） 

            

 

２．学力状況調査より（泉佐野市正答率/全国正答率） 

英語 特 徴 が み ら れ た 設 問 

【聞くこと】 

○情報を正確に聞き取ることに課題がある。 

１（１）ある状況を描写する英語を聞き,その内容 

を最も適切に表している絵を選択する 

  (78.0/79.0) 

１（２）道案内の場面における会話を聞き,その内

容を最も適切に表している絵を選択する 

                 (55.5/64.4) 

１（３）買物の場面における会話を聞き,その内容 

 を最も適切に表している絵を選択する

(39.8/49.8) 

 

○日常的な話題について,目的に応じて英語を聞

き,必要な情報を聞き取ることに課題がある。 

２ 忘れ物に関する情報を得るために自動音声案

内を聞き,最も適切な番号を選択する 

(54.0/61.1) 

３ バーベキューパーティーについての説明を聞

き,質問の答えとして最も適切なものを選択

する             (39.0/41.2) 

 

○社会的な話題について,短い説明の要点を捉える

ことに課題がある。 

４ 水問題についての話を聞き,話し手の最も伝え

たい内容を選択する      (48.7/54.8) 

 

【読むこと】 

○情報を正確に読み取ることに課題がある。 

５（１）ある状況を描写する英文を読み,その内容

を最も適切に表しているグラフを選択す

る                       (52.4/56.0) 

 

○「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」

という言語の働きを理解し,事実と考えを区別

して読むことは概ねできている。 

５（２）事実や考えが書かれた英文を読み,考えを

表している英文を選択する 

(68.9/64.5) 

 

○日常的な話題について,短い文章の概要を捉える

ことに課題がある。 

７（２）図書館について書かれた英文を読み,その 

概要として最も適切なものを選択する 

(32.0/34.7) 

 

○社会的な話題について,短い文章の要点を捉える

ことに課題がある。 

８（１）ロボットについて書かれた英文を読み,書き

手の最も伝えたい内容を選択する 

(46.0/56.1) 

【書くこと】 

○未来表現（be going to）の肯定文を正確に書くこ

とに課題がある。 

９（１）①与えられた英語を適切な形に変えたり,

不足している語を補ったりして,会話が成

り立つように英文を完成させる 

(38.5/40.4) 

 

○疑問詞を用いた一般動詞の２人称単数過去形の疑

問文を正確に書くことに課題がある。 

９（１）②与えられた英語を適切な形に変えたり,

不足している語を補ったりして,会話が

成り立つように英文を完成させる 

(23.3/20.9) 

 

○「相手の行動を促す」という言語の働きを理解し,

依頼する表現を正確に書くことに課題がある。 

９（２）メールの英文を依頼する表現に書き換える 

(25.9/29.0) 

 

○日常的な話題について,事実や自分の考えなどを

整理し,まとまりのある文章を書くことに課題が

ある。 

１０ 学校生活（行事や部活動など）の中から紹介

したいものを１つ取り上げ,それを説明する

まとまりのある文章を書く      (6.3/7.4) 
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３．学習状況調査より 

質  問  項  目 泉佐野市 
全国 

（大阪府） 

10％○ 

５％◇ 
差 

英語の勉強は好きですか 55.2 
51.9   

(51.3) 
 3.3 

英語の勉強は大切だと思いますか 89.6 
88.0      

(87.8) 
 1.6 

英語の授業の内容はよく分かりますか 68.6 
63.9         

(66.6) 
 4.7 

英語の授業で学習したことは,将来,社会に出たと

きに役に立つと思いますか 
90.8 

87.5          

(87.5) 
 3.3 

将来,積極的に英語を使うような生活をしたり職業

に就いたりしたいと思いますか 
43.4 

36.7            

(40.2) 
◇ 6.7 

これまで,学校の授業やそのための学習以外で,日

常的に英語を使う機会が十分にありましたか（地域

の人や外国にいる人と英語で話す,英語で手紙や電

子メールを書く,英語のテレビやホームページを見

る,オンラインで他者と英語で交流する,英会話教

室に通うなど） 

36.0 
30.0            

(33.2) 
◇ 6.0 

家庭学習の課題（宿題）として,どの程度 PC・タブ

レットなどの ICT 機器を使用して,英語の音声を聞

いたり英語を話す練習をしたりしていますか 

10.0 
9.1           

(10.6) 
 0.9 

１,２年生のときに受けた授業では,英語を聞いて

（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる

活動が行われていたと思いますか 

78.0 
78.2         

(74.4) 
 0.2 

１,２年生のときに受けた授業では,英語を読んで

（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる

活動が行われていたと思いますか 

79.7 
80.3           

(76.4) 
 0.6 

１,２年生のときに受けた授業では,原稿などの準

備をすることなく,（即興で）自分の考えや気持ち

などを英語で伝え合う活動が行われていたと思い

ますか 

58.7 
63.8        

(61.8) 
◇ 5.1 

１,２年生のときに受けた授業では,スピーチやプ

レゼンテーションなど,まとまった内容を英語で発

表する活動が行われていたと思いますか 

72.4 
78.7         

(79.1) 
◇ 6.3 

１,２年生のときに受けた授業では,自分の考えや

気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと思

いますか 

78.5 
82.8          

(80.0) 
 4.3 

１,２年生のときに受けた授業では,聞いたり読ん

だりしたことについて,生徒同士で英語で問答した

り意見を述べ合ったりする活動が行われていたと

思いますか 

77.1 
80.7        

(78.5) 
 3.6 

１,２年生のときに受けた授業では,聞いたり読ん

だりしたことについて,その内容を英語で書いてま

とめたり自分の考えを英語で書いたりする活動が

行われていたと思いますか 

76.3 
79.3        

(77.2) 
 3.0 
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今回の英語の問題では,まとまりのある文章を書く

問題がありました。その問題について,どのように

解答しましたか 

76.5 
83.7      

(80.4) 
◇ 7.2 

解答時間は十分でしたか（英語「聞くこと」「読む

こと」「書くこと」） 
65.7 

68.6      

(71.3) 
 2.9 

今回の英語の問題では,聞いたことについてまとま

りのある内容を話す問題がありました。その問題に

ついて,どのように解答しましたか 

37.5 
45.2       

(41.3) 
◇ 7.7 

解答時間は十分でしたか（英語「話すこと」） 50.3 
45.5         

(46.0) 
 4.8 

 

○「英語の勉強は好き」と感じている生徒の割合が高いことは評価できる。 

 

○「英語の授業の内容がよく分かる」と感じている生徒の割合が高いことは評価できる。 

 

○「英語の授業で学習したことは,将来,社会に出たときに役に立つ」と感じている生徒の割合が高い

ことは評価できる。 

 

○「将来,積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたい」と感じている生徒の割合が高

いことは評価できる。 

 

○「これまで,学校の授業やそのための学習以外で,日常的に英語を使う機会（地域の人や海外にいる

人と英語で話す,英語で手紙や電子メールを書く,英語のテレビやホームページを見る,英会話教室

に通うなど）が十分にあった」と感じている生徒の割合が高いことは評価できる。 

 

○「１,２年生のときに受けた授業では,原稿などの準備をすることなく,（即興で）自分の考えや気持ちな

どを英語で伝え合う活動が行われていた」と感じている生徒の割合が低く,全国との差も大きいことは課

題である。 

 

○「１,２年生のときに受けた授業では,スピーチやプレゼンテーションなど,まとまった内容を英語で発表

する活動が行われていた」と感じている生徒の割合が低く,全国との差も大きいことは課題である。 

 

○「１,２年生のときに受けた授業では,自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていた」と感

じている生徒の割合が低く,全国との差も大きいことは課題である。 

 

○「１,２年生のときに受けた授業では,聞いたり読んだりしたことについて,生徒同士で英語で問答したり

意見を述べ合ったりする活動が行われていた」と感じている生徒の割合が低く,全国との差も大きいこと

は課題である。 

 

○「１,２年生のときに受けた授業では,聞いたり読んだりしたことについて,その内容を英語で書いてまと

めたり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていた」と感じている生徒の割合が低く,全国との

差も大きいことは課題である。 
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令和５年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

問題別調査結果　［英語］
泉佐野市教育委員会－生徒

問題別集計結果

⑴
　
聞
く
こ
と

⑵
　
読
む
こ
と

⑶
　
話
す
こ
と
［

や
り
取
り
］

⑷
　
話
す
こ
と
［

発
表
］

⑸
　
書
く
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

貴
教
育
委
員
会

大
阪
府
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１） ○ ○ ○ 78.0 77.7 79.0 0.1 0.2 0.1

１（２） ○ ○ ○ 55.5 62.0 64.4 0.4 0.2 0.2

１（３） ○ ○ ○ 39.8 49.0 49.8 0.1 0.2 0.2

２ ア ○ ○ 54.0 61.9 61.1 0.1 0.2 0.2

３ ア ○ ○ 39.0 40.9 41.2 0.1 0.3 0.2

４ ウ ○ ○ 48.7 52.9 54.8 0.7 0.5 0.4

５（１） ○ ○ ○ 52.4 54.4 56.0 0.3 0.3 0.3

５（２） ○ ○ ○ 68.9 62.9 64.5 0.6 0.4 0.3

６ ア ○ ○ 35.7 35.5 35.9 0.4 0.3 0.3

７（１） ○ ○ ○ 60.2 59.5 59.8 0.6 0.4 0.3

７（２） イ ○ ○ 32.0 34.7 34.7 0.4 0.8 0.7

８（１） ウ ○ ○ 46.0 54.2 56.1 1.2 0.8 0.8

８（２） ウ ○ ○ 18.6 20.8 19.5 39.2 32.4 29.3

９（１）① ア ○ ○ 38.5 42.3 40.4 12.2 8.5 6.6

９（１）② ア ○ ○ 23.3 23.8 20.9 16.0 12.2 10.9

９（２） ア ○ ○ 25.9 28.9 29.0 30.5 26.3 24.5

１０ イ ○ ○ 6.3 8.3 7.4 29.8 24.3 21.4

正答率(％) 無解答率(％)学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

ある状況を描写する英語を聞き、その内容を最も適切に表し
ている絵を選択する

情報を正確に聞き取ることができるかどうかをみる

道案内の場面における会話を聞き、その内容を最も適切に表
している絵を選択する

情報を正確に聞き取ることができるかどうかをみる

買物の場面における会話を聞き、その内容を最も適切に表し
ている絵を選択する

情報を正確に聞き取ることができるかどうかをみる

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

ある状況を描写する英文を読み、その内容を最も適切に表し
ているグラフを選択する

情報を正確に読み取ることができるかどうかをみる

事実や考えが書かれた英文を読み、考えを表している英文を
選択する

「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」という言
語の働きを理解し、事実と考えを区別して読むことができる
かどうかをみる

友達からのメールを読み、相手が示した条件に合うイベント
として最も適切なものを選択する

日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断し
て、必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる

忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内を聞き、最も
適切な番号を選択する

日常的な話題について、目的に応じて英語を聞き、必要な情
報を聞き取ることができるかどうかをみる

バーベキューパーティーについての説明を聞き、質問の答え
として最も適切なものを選択する

日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断し
て、必要な情報を聞き取ることができるかどうかをみる

水問題についての話を聞き、話し手の最も伝えたい内容を選
択する

社会的な話題について、短い説明の要点を捉えることができ
るかどうかをみる

ロボットについて書かれた英文を読み、書き手の意見に対す
る自分の考えとその理由を書く

社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由
を書くことができるかどうかをみる

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足している語を
補ったりして、会話が成り立つように英文を完成させる

未来表現（be going to）の肯定文を正確に書くことができる
かどうかをみる

図書館について書かれた英文を読み、文中の空所に入る適切
な語句を選択する

文と文との関係を正確に読み取ることができるかどうかをみ
る

図書館について書かれた英文を読み、その概要として最も適
切なものを選択する

日常的な話題について、短い文章の概要を捉えることができ
るかどうかをみる

ロボットについて書かれた英文を読み、書き手の最も伝えた
い内容を選択する

社会的な話題について、短い文章の要点を捉えることができ
るかどうかをみる

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足している語を
補ったりして、会話が成り立つように英文を完成させる

疑問詞を用いた一般動詞の２人称単数過去形の疑問文を正確
に書くことができるかどうかをみる

メールの英文を依頼する表現に書き換える
「相手の行動を促す」という言語の働きを理解し、依頼する
表現を正確に書くことができるかどうかをみる

学校生活（行事や部活動など）の中から紹介したいものを１
つ取り上げ、それを説明するまとまりのある文章を書く

日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、ま
とまりのある文章を書くことができるかどうかをみる
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泉佐野市の子どもたちの意識調査を,質問に対して４択で選ぶものは,選択肢１,２と３, 

４はそれぞれ同じ傾向と捉える。（例えば,１．当てはまる ２．どちらかといえば,当てはまる ３．どち

らかといえば,当てはまらない ４．当てはまらない） 

また,それ以外の質問は特徴的な事柄を取り出し,それらを全国と比較している。 

下記の表には全国と比較して５％以上差のあるものを列挙した。また,下線部に関しては１０％以上の 

差のあるものを示している。 

設問内容種類別の全国等との比較で差が大きく特徴のある項目 

設問内容種別 泉佐野市の状況 泉佐野市＜泉佐野市回答率／全国回答率＞（大阪府回答率） 

【家庭生活の様子】 

 

○毎日,同じくらいの時

刻に寝ている割合は,

全国を下回っている。 

 

○学校の授業時間以外

に,全く読書をしない

割合は,全国を上回っ

ている。 

 

○家にある本が１０冊

以下の割合が,全国を

上回っている。 

 

○読書が好きな割合は,

全国を下回っている。 

○毎日,同じくらいの時刻に寝ていますか 

 ＜71.8／78.0＞（77.2） 

 

 

○学校の授業時間以外に,普段（月曜日から金曜日）,１

日当たりどれくらいの時間,読書をしますか（電子書籍

の読書も含む。教科書や参考書,漫画や雑誌は除く） 

全くしない＜54.0／36.8＞(45.3) 

 

○あなたの家には,およそどれくらいの本がありますか

（一般の雑誌,新聞,教科書は除く） 

 ０～１０冊＜25.0／15.2＞(18.8) 

 

○読書は好きですか      ＜55.6／66.0＞（61.0） 

 

【家庭学習の様子】 

 

○土曜日や日曜日など

学校が休みの日に,１

日当たり全く勉強を

しない割合は,全国を

上回っている。 

 

○学習塾の先生や家庭

教師の先生に教わっ

ている割合は,全国を

上回る。 

○土曜日や日曜日など学校が休みの日に,１日当たりど

れくらいの時間,勉強をしますか（学習塾で勉強してい

る時間や家庭教師の先生に教わっている時間,インタ

ーネットを活用して学ぶ時間も含む） 

全くしない＜20.7／12.5＞（21.5） 

 

○学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか

（インターネットを通じて教わっている場合も含む） 

教わっている＜63.7／55.5＞(62.9) 

 

【学校での生活の様

子】 

○部活動に参加してい

ない割合は,全国を上

回っている。 

 

 

○学校の部活動に参加していますか 

運動部,文化部のどちらにも参加していない 

＜26.8／16.0＞(21.3) 

 

 

 


